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)表８　機械実習　旋盤作業（段付き丸棒（溝切り）の製作）　の教師用ルーブリック　例
	　　　
学習のねらい・目標
	・外丸削りを通して、真剣バイトの使用法を習得し、旋盤の基本的な取り扱いや操作方法を習得する。　　
・端面削りを通して、片刃バイトの使用法を習得する。　　・段付き削り作業を通して、作業の手順を理解し、旋盤の要素作業を習得する。
・溝切り作業を通して、突切りバイトの刃先形状について理解し、旋盤の要素作業を習得する。
・鋳鉄の切削のしかたを習得する。　　・切削条件、製品の表面性状について理解し、旋盤の加工作業を習得する。
・基礎的な測定のしかたを習得する。　・旋盤作業における安全作業を習得する。
・実習の経過と結果を記録し、報告書を作成する。結果についての考察・感想を加える。

	学習評価
の観点
	評価基準

評価規準
	目　　標
	A
すぐれている
	B
よ　い
	C
ふつう
	Ｄ
もう少し
	評価
理由

	知識

技術
	実習に関する基本的な概念や基礎的な知識を理解し、実際のものづくり現場で活用することができる技術を身に付けている。

	・実習項目に関する基礎的な知識を理解し、実習に取り組むことができる。
・成果物を請求された精度に完成することができる。

・旋盤の構造・機能を理解し、合理的に正しく操作できる。

・測定器具を正しく取り扱うことができる。
・安全な旋盤作業ができる。
	・実習項目に関する基礎的な知識や実習の目的を理解し、実習に取り組むことができる。
・成果物を請求された精度に完成することができる。 

・旋盤の構造・機能を理解し、合理的に正しく操作できる。

・ノギスなどの測定器具を正しく取り扱うことができる。
・安全な旋盤作業ができる。
	・実習項目に関する基礎的な知識し、実習に取り組むことができる。
・成果物をほぼ請求された精度に完成することができる。

・旋盤の構造・機能を理解し、
正しく操作できる。

・ノギスなどの測定器具を正しく取り扱うことができる。
・安全な旋盤作業ができる。
	・実習項目に関する基礎的な知識を理解し、実習に取り組むことができる。
・一部請求された精度を超える個所があるが、成果物を完成することができる。
・旋盤の構造・機能を理解し、自ら使用できる。

・ノギスなどの測定器具を正しく扱うことができる。
・安全な旋盤作業ができる。
	・実習項目に関する基礎的な知識を理解していない。
・成果物を完成することができない。

・旋盤の構造・機能がよく理解できず、自ら使用できない。
・ノギスを正しく扱えない。
・安全な旋盤作業ができない。
	

	思考

判断

表現
	実習に関する課題を発見し、倫理観を踏まえ、論理的に考えたり、分析したりして、総合的に判断できる。また、その過程や結果および考え方を的確に表現できる。
	・切削条件を理解し、合理的な旋盤作業を考えることができる。
・成果物や実習結果を正しく評価できる。
・成果物や実習結果から改善点を発見し、改善方法をグループで考え、説明できる。
	・切削条件を理解し、合理的な旋盤作業を考えられる。

・成果物や実習結果を客観的に正しく評価できる。
・成果物や実習結果から改善点を自ら発見し，その具体的な改善方法について、これまでの学習を振り返り、グループで考え的確に説明できる。
	・切削条件を理解し、正しい旋盤作業を考えられる。

・成果物や実習結果を正しく評価できる。
・成果物や実習結果から改善点を発見し、その具体的な改善方法について、グループで考え、説明できる。
	・切削条件を理解し、旋盤作業を考えられる。

・成果物や実習結果を自分なりに評価できる。
・成果物や実習結果から改善点を発見し、改善方法について、グループで考えることができる。
	・切削条件についてよく理解できない。

・成果物や実習結果を正しく評価できていない。
・成果物や実習結果から改善点を自ら発見することができない。
	

	主体的に
学習に
取り組む
態度
	実習に関する諸事象について関心をもち、実際の作業を通して自ら学ぶ態度や、主体的・協働的に取り組む態度を身に付けようとする。
	・旋盤作業の実習項目について関心をもち、意欲的に実習に取り組むことができる。
・実習に協調性をもって、取り組むことができる。
	・実習項目について強い興味・関心をもち、積極的・意欲的に実習に取り組むことができる。
・自分の役割を積極的に果たしながらも、他の班員の手助けも行い、より精度の高い成果物や実習結果を得ようとしている。
	・実習項目について興味・関心をもち、意欲的に実習に取り組むことができる。
・自分の役割を積極的に果たすとともに、他の班員と協力して実習に取り組んでいる。
	・実習項目について興味・関心をもち、実習に取り組むことができる。
・自分の役割をおおむね果たすことができ，他の班員と協力して実習に取り組んでいる。
	・実習項目に興味・関心をもつことができていない。
・自分の役割を果たすことができず，他の班員と取り組むことができない。
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